
(57)【要約】

【課題】　回転方向の指定されたブロック基調のパタ－

ンを有するタイヤにおける偏摩耗の発生を抑制すること

により、新品時から長距離走行後に至るまでの騒音性能

を改善した空気入りタイヤを提供する。

【解決手段】　トレッド面１に、タイヤ周方向に延びる

複数本の周方向溝２と、これら周方向溝２に斜めに交差

すると共にタイヤ周方向に複数の異なるピッチＰ１、Ｐ

２、Ｐ３で配置した多数本の横方向溝３ａ、３ｂ、３ｃ

、３ｄとにより多数のブロック４ａ、４ｂ、４ｃを区画

形成し、かつ回転方向が指定された空気入りタイヤにお

いて、横方向溝３ａ、３ｂ、３ｃに面するブロックのタ

イヤ反回転方向側壁面の傾斜角度αをタイヤ回転方向側

壁面の傾斜角度βよりも大きくすると共に、各ピッチの

単位配列内における傾斜角度をピッチの大きさに応じて

大きいピッチほど大きくした。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ト レ ッ ド 面 に 、 タ イ ヤ 周 方 向 に 延 び る 複 数 本 の 周 方 向 溝 と 、 こ れ ら 周 方 向 溝 に 斜 め に 交
差 す る と 共 に タ イ ヤ 周 方 向 に 複 数 の 異 な る ピ ッ チ で 配 置 し た 多 数 本 の 横 方 向 溝 と に よ り 多
数 の ブ ロ ッ ク を 区 画 形 成 し 、 か つ 回 転 方 向 が 指 定 さ れ た 空 気 入 り タ イ ヤ に お い て 、
　 前 記 横 方 向 溝 に 面 す る 前 記 ブ ロ ッ ク の タ イ ヤ 反 回 転 方 向 側 壁 面 の 傾 斜 角 度 α を タ イ ヤ 回
転 方 向 側 壁 面 の 傾 斜 角 度 β よ り も 大 き く す る と 共 に 、 前 記 ピ ッ チ の 最 大 ピ ッ チ か ら 最 小 ピ
ッ チ ま で の 単 位 配 列 内 に お け る 前 記 傾 斜 角 度 α 及 び β を 前 記 ピ ッ チ の 大 き さ に 応 じ て 大 き
い ピ ッ チ ほ ど 大 き く し た 空 気 入 り タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 横 方 向 溝 の 長 手 方 向 に 直 交 す る 断 面 で の 断 面 積 を 、 前 記 ピ ッ チ の 大 き さ に 応 じ て 小
さ い ピ ッ チ ほ ど 大 き く し た 請 求 項 １ に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 最 大 ピ ッ チ か ら 最 小 ピ ッ チ ま で の 単 位 配 列 内 の 前 記 横 方 向 溝 に お い て 、 前 記 最 大 ピ ッ チ
の 横 方 向 溝 の 断 面 積 に 対 し て 最 小 ピ ッ チ の 横 方 向 溝 の 断 面 積 の 増 加 率 を ０ ． １ ５ ～ １ ． ５
％ に し た 請 求 項 ２ に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 横 方 向 溝 の 溝 深 さ を Ｄ 、 溝 幅 を Ｗ と す る と き 、 前 記 傾 斜 角 度 α を ０ ． ９ ０ ×  tan - 1

 (２ Ｄ ／ Ｗ ） 以 下 に し 、 前 記 傾 斜 角 度 β を （ ０ ． １ ０ ～ ０ ． ７ ５ ） ×  tan - 1  (２ Ｄ ／ Ｗ ）
に し た 請 求 項 １ 、 ２ 又 は ３ に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 傾 斜 角 度 α を 前 記 傾 斜 角 度 β の １ ． ６ ～ ２ ． ０ 倍 に し た 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に
記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 空 気 入 り タ イ ヤ に 関 し 、 更 に 詳 し く は 、 回 転 方 向 の 指 定 さ れ た ブ ロ ッ ク 基 調
の パ タ － ン を 有 す る タ イ ヤ に お け る 偏 摩 耗 の 発 生 を 抑 制 す る こ と に よ り 、 新 品 時 か ら 長 距
離 走 行 後 に 至 る ま で の 騒 音 性 能 を 改 善 し た 空 気 入 り タ イ ヤ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 ト レ ッ ド 面 に ブ ロ ッ ク 基 調 の パ タ ー ン を 設 け 、 か つ 回 転 方 向 が 指 定 さ れ た タ イ ヤ
で は 、 ブ ロ ッ ク 表 面 の 反 回 転 方 向 側 （ 蹴 り 出 し 側 ） が 回 転 方 向 側 （ 踏 み 込 み 側 ） よ り も 路
面 に 対 す る 滑 り が 大 き い た め 、 早 期 に ヒ ー ル ア ン ド ト ウ 摩 耗 と 称 す る 偏 摩 耗 が 発 生 し 易 い
こ と が 知 ら れ て い る 。 ま た 、 こ の よ う な 偏 摩 耗 が 発 生 す る と 、 ブ ロ ッ ク の 接 地 圧 が 変 化 す
る こ と に よ り 、 車 室 内 に お け る 騒 音 が 発 生 し 易 く な り 、 こ の 車 室 内 騒 音 は ピ ッ チ の 大 き い
ブ ロ ッ ク の 方 が 小 さ い ブ ロ ッ ク よ り も 大 き く 影 響 を 及 ぼ す こ と が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ブ ロ ッ ク に 発 生 す る 偏 摩 耗 の 抑 制 対 策 と し て は 、 ブ ロ ッ ク の 踏 み 込 み 側 と 蹴 り 出 し 側 の
壁 面 が ト レ ッ ド 面 法 線 方 向 に 対 し て な す 傾 斜 角 度 を 、 蹴 り 出 し 側 の 方 を 踏 み 込 み 側 よ り も
大 き く す る こ と に よ り 、 蹴 り 出 し 側 の 剛 性 を 大 き く す る こ と で 解 決 す る こ と が で き る こ と
が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 一 般 に ブ ロ ッ ク 基 調 の パ タ ー ン に お け る ブ ロ ッ ク の 配 列 は 、 ブ ロ ッ ク が 路 面 を
打 撃 す る と き に 発 生 す る パ タ ー ン ノ イ ズ を ホ ワ イ ト ノ イ ズ 化 に よ り 低 減 さ せ る た め に 、 タ
イ ヤ 周 方 向 に 大 き さ の 異 な る 複 数 の ピ ッ チ を も っ て ブ ロ ッ ク を 配 列 す る よ う に し て い る 。
こ の よ う に ブ ロ ッ ク が ピ ッ チ バ リ エ － シ ョ ン 化 さ れ て い る こ と に よ り 、 ブ ロ ッ ク の 壁 面 を
踏 み 込 み 側 と 蹴 り 出 し 側 と で 上 記 の よ う に 異 な ら せ た と し て も 、 摩 耗 の 程 度 が ピ ッ チ の 異
な る ブ ロ ッ ク 毎 に 異 な っ て し ま う た め 、 偏 摩 耗 の 発 生 を 完 全 に は 解 消 す る こ と が で き な か
っ た 。 ま た 、 偏 摩 耗 が ブ ロ ッ ク 毎 に 不 揃 い に 発 生 す る た め 、 車 室 内 騒 音 も 完 全 に 解 消 す る

10

20

30

40

50

(2) JP 2007-106295 A 2007.4.26



こ と が で き る と は い え な か っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － １ ８ ２ ０ ７ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 す る 従 来 の 問 題 点 を 解 消 す る も の で 、 回 転 方 向 の 指 定 さ れ た ブ ロ ッ ク 基
調 の パ タ － ン を 有 す る タ イ ヤ に お け る 偏 摩 耗 の 発 生 を 抑 制 す る こ と に よ り 、 新 品 時 か ら 長
距 離 走 行 後 に 至 る ま で の 騒 音 性 能 を 改 善 し た 空 気 入 り タ イ ヤ を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 空 気 入 り タ イ ヤ は 、 ト レ ッ ド 面 に 、 タ イ ヤ 周 方 向 に 延 び る 複 数 本 の 周 方 向 溝 と
、 こ れ ら 周 方 向 溝 に 斜 め に 交 差 す る と 共 に タ イ ヤ 周 方 向 に 複 数 の 異 な る ピ ッ チ で 配 置 し た
多 数 本 の 横 方 向 溝 と に よ り 多 数 の ブ ロ ッ ク を 区 画 形 成 し 、 か つ 回 転 方 向 が 指 定 さ れ た 空 気
入 り タ イ ヤ に お い て 、 前 記 横 方 向 溝 に 面 す る 前 記 ブ ロ ッ ク の タ イ ヤ 反 回 転 方 向 側 壁 面 の 傾
斜 角 度 α を タ イ ヤ 回 転 方 向 側 壁 面 の 傾 斜 角 度 β よ り も 大 き く す る と 共 に 、 前 記 ピ ッ チ の 最
大 ピ ッ チ か ら 最 小 ピ ッ チ ま で の 単 位 配 列 内 に お け る 前 記 傾 斜 角 度 α 及 び β を 前 記 ピ ッ チ の
大 き さ に 応 じ て 大 き い ピ ッ チ ほ ど 大 き く し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ブ ロ ッ ク 基 調 の パ タ ー ン を 有 す る 回 転 方 向 の 指 定 さ れ た タ イ ヤ に お い
て 、 横 方 向 溝 に 面 す る ブ ロ ッ ク の タ イ ヤ 反 回 転 方 向 側 （ 蹴 り 出 し 側 ） の 溝 壁 面 の 傾 斜 角 度
α を タ イ ヤ 回 転 方 向 側 （ 踏 み 込 み 側 ） の 溝 壁 面 の 傾 斜 角 度 β よ り も 大 き く す る と 共 に 、 最
大 ピ ッ チ か ら 最 小 ピ ッ チ ま で の 単 位 配 列 内 に お け る 傾 斜 角 度 α 及 び β を ピ ッ チ の 大 き さ に
応 じ て 大 き い ピ ッ チ ほ ど 大 き く し た の で 、 ピ ッ チ の 異 な る ブ ロ ッ ク 毎 に 異 な っ て 発 生 す る
偏 摩 耗 を 抑 制 す る と 共 に 、 タ イ ヤ 全 周 に お け る ブ ロ ッ ク の 摩 耗 を 全 体 的 に 均 等 に す る こ と
に よ り 、 新 品 時 か ら 長 距 離 走 行 後 に 至 る ま で の 騒 音 性 能 を 改 善 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
  以 下 、 本 発 明 の 構 成 に つ い て 添 付 の 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 空 気 入 り タ イ ヤ の ト レ ッ ド 面 の 一 例 を 示 す 一 部 平 面 図 で
、 図 ２ は 図 １ の Ｘ － Ｘ 矢 視 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ に お い て 、 ト レ ッ ド 面 １ に は 、 タ イ ヤ 周 方 向 に 延 び る 複 数 本 （ 図 で は ４ 本 ） の 周 方
向 溝 ２ と 、 こ れ ら 周 方 向 溝 ２ に 斜 め に 交 差 す る と 共 に タ イ ヤ 周 方 向 に 複 数 の 異 な る ピ ッ チ
（ 図 で は Ｐ １ 、 Ｐ ２ 、 Ｐ ３ ） で 配 置 し た 多 数 本 の 横 方 向 溝 ３ ａ 、 ３ ｂ 、 ３ ｃ 、 ３ ｄ と に よ
り 、 多 数 の ブ ロ ッ ク ４ ａ 、 ４ ｂ 、 ４ ｃ が 区 画 形 成 さ れ 、 タ イ ヤ の 回 転 方 向 Ｒ が 指 定 さ れ て
い る 。 複 数 の 異 な る ピ ッ チ Ｐ １ 、 Ｐ ２ 、 Ｐ ３ の ピ ッ チ 長 は Ｐ １ 、 Ｐ ２ 、 Ｐ ３ の 順 で 小 さ く
な っ て い る 。 し た が っ て 、 以 下 の 説 明 で は 、 ピ ッ チ Ｐ １ を 大 ピ ッ チ 、 ピ ッ チ Ｐ ２ を 中 ピ ッ
チ 、 ピ ッ チ Ｐ ３ を 小 ピ ッ チ と 呼 ぶ こ と に す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 横 方 向 溝 ３ ａ 、 ３ ｂ 、 ３ ｃ に 面 す る ブ ロ ッ ク ４ ａ 、 ４ ｂ 、 ４ ｃ の 壁 面 に お け る ト レ ッ ド
面 法 線 方 向 に 対 し て な す 傾 斜 角 度 は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 タ イ ヤ 反 回 転 方 向 側 （ 蹴 り 出 し
側 ） 壁 面 の 傾 斜 角 度 α （ 図 で は α ａ 、 α ｂ 、 α ｃ ） が そ れ ぞ れ タ イ ヤ 回 転 方 向 側 （ 踏 み 込
み 側 ） 壁 面 の 傾 斜 角 度 β （ 図 で は β ａ 、 β ｂ 、 β ｃ ） よ り も 大 き く な っ て い る （ α ａ ＞ β
ａ 、 α ｂ ＞ β ｂ 、 α ｃ ＞ β ｃ ） と 共 に 、 大 ピ ッ チ Ｐ １ か ら 小 ピ ッ チ Ｐ ３ ま で の 単 位 配 列 内
に お け る 傾 斜 角 度 α ａ 、 α ｂ 、 α ｃ 及 び β ａ 、 β ｂ 、 β ｃ を そ れ ぞ れ ピ ッ チ の 大 き さ に 応
じ て 大 き い ピ ッ チ ほ ど 大 き く し て い る 。 す な わ ち 、 傾 斜 角 度 α ａ 、 α ｂ 、 α ｃ の 関 係 を α
ａ ＞ α ｂ ＞ α ｃ と し 、 傾 斜 角 度 β ａ 、 β ｂ 、 β ｃ と の 関 係 を β ａ ＞ β ｂ ＞ β ｃ と し て い る
。
【 ０ ０ １ １ 】
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　 こ れ に よ り 、 ピ ッ チ Ｐ １ 、 Ｐ ２ 、 Ｐ ３ の 異 な る ブ ロ ッ ク ４ ａ 、 ４ ｂ 、 ４ ｃ 毎 に 異 な っ て
発 生 す る 偏 摩 耗 を 効 率 良 く 抑 制 す る と 共 に 、 タ イ ヤ 全 周 に お け る ブ ロ ッ ク の 摩 耗 を 全 体 的
に 均 等 に す る こ と に よ り 、 タ イ ヤ 新 品 時 か ら 長 距 離 走 行 後 に 至 る ま で の 騒 音 性 能 を 改 善 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に お い て 、 各 ピ ッ チ Ｐ １ 、 Ｐ ２ 、 Ｐ ３ 内 に お け る 横 方 向 溝 ３ ａ 、 ３ ｂ 、 ３ ｃ の 長
手 方 向 に 直 交 す る 断 面 に お け る 断 面 積 を 、 ピ ッ チ の 大 き さ に 応 じ て 小 さ い ピ ッ チ ほ ど 大 き
く す る と よ い 。 す な わ ち 、 横 方 向 溝 ３ ａ 、 ３ ｂ 、 ３ ｃ の 断 面 積 を 、 小 ピ ッ チ Ｐ ３ に お い て
最 大 と し 、 大 ピ ッ チ Ｐ １ に お い て 最 小 に な る よ う に 調 整 す る と よ い 。 す な わ ち 、 金 型 の 成
形 骨 に よ る ゴ ム の 押 出 し 量 を 調 整 す る こ と に よ り 、 各 ピ ッ チ Ｐ １ 、 Ｐ ２ 、 Ｐ ３ 内 に お け る
横 方 向 溝 ３ ａ 、 ３ ｂ 、 ３ ｃ の 断 面 積 を 変 化 さ せ て 、 大 ピ ッ チ Ｐ １ か ら 小 ピ ッ チ Ｐ ３ に 至 る
ま で の ブ ロ ッ ク ４ ａ 、 ４ ｂ 、 ４ ｃ 間 で の 径 方 向 剛 性 を 均 等 化 し て 、 偏 摩 耗 の 発 生 を 抑 制 し
て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 さ ら に 、 大 ピ ッ チ Ｐ １ か ら 小 ピ ッ チ Ｐ ３ ま で の 単 位 配 列 内 の 横 方 向 溝 ３ ａ 、 ３ ｂ 、 ３ ｃ
に お い て 、 大 ピ ッ チ Ｐ １ の 横 方 向 溝 ３ ａ に 対 し て 小 ピ ッ チ Ｐ ３ の 横 方 向 溝 ３ ｃ の 断 面 積 の
増 加 率 を ０ ． １ ５ ～ １ ． ５ ％ と な る よ う に 調 整 す る と よ い 。 こ れ に よ り 、 各 ピ ッ チ Ｐ １ 、
Ｐ ２ 、 Ｐ ３ に お け る ブ ロ ッ ク ４ ａ 、 ４ ｂ 、 ４ ｃ の 径 方 向 剛 性 を 略 均 等 に す る こ と が で き る
た め 、 ブ ロ ッ ク ４ ａ 、 ４ ｂ 、 ４ ｃ に 発 生 す る 偏 摩 耗 を 一 層 効 率 良 く 抑 制 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 な お 、 上 述 す る 横 方 向 溝 ３ ａ 、 ３ ｂ 、 ３ ｃ の 断 面 積 と は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 横 方 向 溝
３ ａ 、 ３ ｂ 、 ３ ｃ の 長 手 方 向 と 直 交 す る 断 面 に お け る 横 方 向 溝 ３ ａ 、 ３ ｂ 、 ３ ｃ の 溝 壁 と
ト レ ッ ド 面 １ の 仮 想 延 長 線 Ｑ と に よ り 囲 ま れ た 面 積 を い う 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に お い て 、 横 方 向 溝 ３ ａ 、 ３ ｂ 、 ３ ｃ の 溝 深 さ を Ｄ 、 溝 幅 を Ｗ と す る と き 、 傾 斜
角 度 α ａ 、 α ｂ 、 α ｃ を ０ ． ９ ０ ×  tan - 1  (２ Ｄ ／ Ｗ ） 以 下 に 設 定 し 、 傾 斜 角 度 β ａ 、 β
ｂ 、 β ｃ を （ ０ ． １ ０ ～ ０ ． ７ ５ ） ×  tan - 1  (２ Ｄ ／ Ｗ ） 、 好 ま し く は （ ０ ． ３ ～ ０ ． ５
） ×  tan - 1  (２ Ｄ ／ Ｗ ） に 設 定 す る と よ い （ 図 ３ 参 照 ） 。 傾 斜 角 度 α ａ 、 α ｂ 、 α ｃ が ０
． ９ ×  tan - 1  (２ Ｄ ／ Ｗ ） 超 で は 、 ブ ロ ッ ク ４ ａ 、 ４ ｂ 、 ４ ｃ の 蹴 り 出 し 側 の エ ッ ジ 部 の
剛 性 が 高 く な り 過 ぎ て 、 偏 摩 耗 が 発 生 し 易 く な る と 共 に 、 溝 底 の 円 弧 部 が 狭 ま り 、 ク ラ ッ
ク の 発 生 を 招 き 易 く な る 。 ま た 、 傾 斜 角 度 β ａ 、 β ｂ 、 β ｃ が ０ ． １ ０ ×  tan - 1  (２ Ｄ ／
Ｗ ） 未 満 で は 、 偏 摩 耗 が 発 生 し 易 く な り 、 ０ ． ７ ５ ×  tan - 1  (２ Ｄ ／ Ｗ ） 超 で は 、 溝 底 の
円 弧 部 が 狭 ま り 、 ク ラ ッ ク の 発 生 を 招 き 易 く な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 さ ら に 、 傾 斜 角 度 α ａ 、 α ｂ 、 α ｃ を そ れ ぞ れ 傾 斜 角 度 β ａ 、 β ｂ 、 β ｃ の １ ． ６ ～ ２
． ０ 倍 に な る よ う に 調 整 す る と よ い 。 す な わ ち 、 １ ． ６ β ａ ≦ α ａ ≦ ２ ． ０ β ａ 、 １ ． ６
β ｂ ≦ α ｂ ≦ ２ ． ０ β ｂ 、 １ ． ６ β ｃ ≦ α ｃ ≦ ２ ． ０ β ｃ と な る よ う に す る こ と に よ り 、
ブ ロ ッ ク ４ ａ 、 ４ ｂ 、 ４ ｃ の 表 面 に お け る 偏 摩 耗 の 発 生 を 一 層 効 率 よ く 抑 制 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 述 す る 実 施 形 態 で は 、 ト レ ッ ド 面 １ に お け る 複 数 の ピ ッ チ Ｐ １ 、 Ｐ ２ 、 Ｐ ３ の う ち ，
大 ピ ッ チ Ｐ １ 、 中 ピ ッ チ Ｐ ２ 及 び 小 ピ ッ チ Ｐ ３ が 互 い に 隣 接 し て 配 列 さ れ た 場 合 に つ い て
説 明 し た が 、 本 発 明 の 空 気 入 り タ イ ヤ は 、 通 例 ２ ～ ７ 種 類 の ピ ッ チ を タ イ ヤ 周 方 向 に ラ ン
ダ ム に 配 置 し て ト レ ッ ド パ タ － ン を 形 成 し て い る 。 ま た 、 ト レ ッ ド パ タ － ン を 構 成 す る 溝
の 平 面 形 態 に つ い て も 図 １ に 限 ら れ る こ と な く 、 多 く の 平 面 形 態 を 組 み 合 わ せ て 形 成 す る
こ と が で き る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 タ イ ヤ サ イ ズ （ １ ９ ５ ／ ６ ５ Ｒ １ ５ ） 及 び ト レ ッ ド パ タ ー ン （ 図 １ ） を 共 通 に し て 、 図
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２ に お け る ブ ロ ッ ク 壁 面 の 傾 斜 角 度 及 び 横 方 向 溝 の 断 面 積 を 表 １ の よ う に 異 な ら せ た 従 来
タ イ ヤ （ 従 来 例 ） 及 び 本 発 明 タ イ ヤ （ 実 施 例 １ 、 ２ ） を 作 製 し た 。 な お 、 各 タ イ ヤ の ト レ
ッ ド パ タ ー ン を 大 ピ ッ チ Ｐ １ 、 中 ピ ッ チ Ｐ ２ 、 小 ピ ッ チ Ｐ ３ の 繰 り 返 し 配 列 と し た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 ３ 種 類 の タ イ ヤ に つ い て 、 以 下 の 方 法 に よ り 新 品 時 及 び 長 距 離 走 行 後 で の 騒 音 性 能
を 評 価 し 、 そ れ ぞ れ の 結 果 を 従 来 タ イ ヤ を １ ０ ０ と す る 指 数 に よ り 表 １ に 併 記 し た 。 数 値
が 大 き い ほ ど 優 れ て い る こ と を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
〔 新 品 時 の 騒 音 性 能 〕
　 各 タ イ ヤ に 空 気 圧 ２ ３ ０ ｋ Ｐ ａ を 充 填 し て 、 Ｆ Ｆ 車 両 （ 排 気 量 １ ８ ０ ０ ｃ ｃ 、 セ ダ ン ）
の 前 後 車 輪 に 装 着 し 、 粗 い ア ス フ ァ ル ト 路 面 か ら な る テ ス ト コ － ス を １ ０ ０ ｋ ｍ ／ ｈ で 走
行 さ せ た 際 の 車 室 内 に お け る 騒 音 を 、 運 転 席 背 も た れ 中 央 部 に 設 置 し た 集 音 マ イ ク に よ り
測 定 し た 。
【 ０ ０ ２ １ 】
〔 長 距 離 走 行 後 の 騒 音 性 能 〕
　 各 タ イ ヤ に 空 気 圧 ２ ３ ０ ｋ Ｐ ａ を 充 填 し て 、 Ｆ Ｆ 車 両 （ 排 気 量 １ ８ ０ ０ ｃ ｃ 、 セ ダ ン ）
の 前 後 車 輪 に 装 着 し 、 一 般 車 道 を １ 万 ｋ ｍ 走 行 さ せ た 後 、 ア ス フ ァ ル ト 路 面 か ら な る テ ス
ト コ － ス を １ ０ ０ ｋ ｍ ／ ｈ で 走 行 さ せ た 際 の 車 室 内 に お け る 騒 音 を 、 上 記 と 同 様 に 、 運 転
席 背 も た れ 中 央 部 に 設 置 し た 集 音 マ イ ク に よ り 測 定 し た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 表 １ か ら 、 本 発 明 タ イ ヤ は 、 従 来 タ イ ヤ に 比 し て 、 新 品 時 か ら 長 距 離 走 行 後 に 至 る ま で
車 室 内 に お け る 騒 音 が 抑 制 さ れ て い る こ と が わ か る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 空 気 入 り タ イ ヤ の ト レ ッ ド 面 の 一 例 を 示 す 一 部 平 面 図 で
あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ｘ － Ｘ 矢 視 断 面 図 で あ る
【 図 ３ 】 図 １ の タ イ ヤ の 横 方 向 溝 の 断 面 を 拡 大 し て 示 す 説 明 図 で あ る
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 １ 　 ト レ ッ ド 面
　 ２ 　 周 方 向 溝
　 ３ ａ 、 ３ ｂ 、 ３ ｃ 、 ３ ｄ 　 横 方 向 溝
　 ４ ａ 、 ４ ｂ 、 ４ ｃ 　 ブ ロ ッ ク
　 Ｐ １ 　 大 ピ ッ チ
　 Ｐ ２ 　 中 ピ ッ チ
　 Ｐ ３ 　 小 ピ ッ チ
　 Ｒ 　 タ イ ヤ 回 転 方 向
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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